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新
出
資
料
が
伝
え
る

日
本
画
家
、
高
橋
廣
湖
の
落
款
印

�

小
　
林
　
　
　
優

　

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一

七
）、
郷
土
博
物
館
で
は
、
千

住
ゆ
か
り
の
日
本
画
家
、
高
橋

廣
湖（
一
八
七
五
～
一
九
一
二
）

の
ご
遺
族
よ
り
同
家
に
伝
来
し

た
廣
湖
に
ま
つ
わ
る
作
品
・
資

料
を
調
査
し
、
そ
の
一
部
を
ご

寄
贈
頂
く
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
単
純
に
廣
湖

の
遺
作
群
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
廣
湖
の
画
業
を
省
み
る
上

で
重
要
な
検
証
資
料
と
成
る
も
の
が
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、

そ
の
中
で
も
廣
湖
の
画
業
検
証
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
一
点
と
し
て
、
廣
湖
の
門

人
、
亀
井
琴
仙
作
の
《
廣
湖
落
款
集
》
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
書
画
に
お
け
る
「
落
款
」

　
「
落
款
」（
ら
っ
か
ん
）
と
は
、
正
式
に

は
「
落
成
款
識
」（
ら
く
せ
い
か
ん
し
）

と
い
い
、中
国
や
日
本
の
書
画
に
お
い
て
、

完
成
し
た
作
品
の
画
面
中
に
作
者
が
書
き

入
れ
た
名
前
や
雅
号
な
ど
の
署
名
や
、
押

捺
し
た
印
章
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
特
に

印
章
の
方
は
「
落
款
印
」
と
も
い
い
、木
、

石
、
金
属
な
ど
様
々
な
素
材
に
篆
刻
に

よ
っ
て
、文
字
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る「
陽

刻
」
か
、
文
字
図
案
部
分
を
彫
り
抜
い
て

白
抜
き
に
す
る
「
陰
刻
」
の
い
ず
れ
か
で

印
文
が
刻
み
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
そ
の
形

状
も
方
形
、
円
形
、
瓢
箪
形
、
鼎
形
な
ど

多
様
で
す
。
画
家
や
書
家
は
、
姓
名
や
雅

号
を
は
じ
め
、
座
右
の
銘
、
漢
詩
文
な
ど

を
刻
ん
だ
様
々
な
形
状
、
大
き
さ
の
落
款

印
を
持
ち
、
作
品
の
趣
や
大
小
、
あ
る
い

は
制
作
の
時
期
ご
と
に
使
い
分
け
て
作
品

の
中
に
押
捺
す
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
「
落
款
」
は
必
ず
し
も
署

名
と
印
が
揃
っ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
署

名
だ
け
の
場
合
や
、
印
だ
け
が
押
捺
さ
れ

て
い
る
場
合
な
ど
様
々
で
す
が
、
署
名
に

は
制
作
し
た
年
月
や
場
所
、
由
来
な
ど
が

付
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
制
作
者

の
署
名
や
印
の
情
報
を
整
理
し
て
い
け

ば
、
そ
の
書
き
方
の
特
徴
や
印
の
形
状
・

印
文
な
ど
が
、
作
者
お
よ
び
制
作
時
期
の

特
定
と
い
っ
た
検
証
に
際
し
て
、
基
本
的

か
つ
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
の
で
す
。

■
《
廣
湖
落
款
集
》
の
作
者
、
亀
井
琴
仙

　

そ
の
中
で
、
今
回
寄
贈
さ
れ
た
内
の
一

点
、《
廣
湖
落
款
集
》（
図
１
）
は
、
廣
湖

が
使
用
し
た
落
款
印
を
駆
使
し
て
図
様
を

形
作
っ
た
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
一
作
で
す
。

　

作
者
の
亀
井
琴
仙
（
か
め
い 

き
ん
せ

ん
、
生
没
年
不
詳
）
は
、
本
名
を
啓
三
郎

と
い
い
、
そ
の
詳
細
な
経
歴
は
不
詳
な
が

ら
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
讃

岐
か
ら
上
京
し
て
廣
湖
の
書
生
と
な
っ
た

人
物
で
す
。廣
湖
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
の
第
一
回
文

部
省
美
術
展
覧
会
（
文
展
）
に
出
展
す
る

作
品
の
完
成
度
が
気
に
入
ら
ず
、
会
場
と

な
る
上
野
公
園
の
元
東
京
間
業
博
覧
会
美

術
館
に
忍
び
込
ん
で
仕
上
げ
を
し
よ
う
と

し
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時

に
廣
湖
に
伴
っ
て
一
緒
に
忍
び
込
ん
だ
の

が
琴
仙
だ
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
逸
話
か
ら
、
琴
仙
は
廣
湖

に
と
っ
て
最
も
身
近
な
門
人
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
明
治
四
十
五
年
（
大

正
元
、
一
九
一
二
）
に
廣
湖
が
没
し
た
後

の
足
跡
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

門
弟
で
あ
る
琴
仙
が
ど
の
段
階
で
こ
の

《
廣
湖
落
款
集
》
を
制
作
し
た
の
か
、
そ

の
具
体
的
な
時
期
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
師
の
生
前
に
そ
の
印
を
自
身
の
作

画
に
使
用
す
る
こ
と
は
考
え
難
い
こ
と
か

ら
、
あ
る
い
は
廣
湖
が
没
し
た
後
に
、
追

善
あ
る
い
は
何
ら
か
の
記
念
の
意
図
で
制

作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

図 1　亀井琴仙　《廣湖落款集》
紙本淡彩 明治～大正頃 当館蔵
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■
《
廣
湖
落
款
集
》
に
捺
さ
れ
た
落
款
印

　
《
廣
湖
落
款
集
》
は
、
琴
仙
の
筆
に
よ
る

桔
梗
、
す
す
き
な
ど
の
秋
草
の
入
れ
ら
れ

た
竹
籠
の
中
央
で
、
大
小
様
々
な
形
の
廣

湖
の
落
款
印
が
山
形
を
作
っ
て
お
り
、
ま

さ
に
落
款
集
の
体
裁
を
成
し
て
い
ま
す
。

　

画
中
に
押
捺
さ
れ
た
廣
湖
の
印
は
総
計

五
十
種
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は
姓
名
雅

号
を
印
文
と
し
て
刻
ん
だ
も
の
で
す
が
、

こ
の
他
、
漢
詩
文
や
堂
名
を
刻
ん
だ
も
の

が
数
点
確
認
で
き
、
そ
の
内
訳
は
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

◯
姓
名
雅
号
…
三
十
九
種

　

印
文
…�「
廣
湖
」「
廣
湖
画
印
」「
高
橋

廣
湖
之
印
」「
高
橋
」

◯
堂
名
…
二
種

　

印
文
…「
晩
成
堂
」

◯
園
名
…
五
種

　

印
文
…�「
山
梔
園
」（
く
ち
な
し
え
ん
）

「
山
梔
園
主
」「
山
梔
園
主
之
印
」

◯
漢
詩
・
四
字
熟
語
…
四
種

　

印
文
…「
大
器
晩
成
」
な
ど

　

廣
湖
の
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
故
高
橋

廣
湖
作
品
画
集
』
を
見
れ
ば
、
廣
湖
が
自

ら
落
款
印
を
捺
し
て
図
様
を
作
っ
た
《
印

譜
》
と
い
う
、
本
作
と
同
趣
向
の
作
品
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
本
作
に
は

見
ら
れ
な
い
印
が
数
種
確
認
出
来
る
こ
と

か
ら
、《
廣
湖
落
款
集
》
は
落
款
印
の
大

多
数
を
収
録
し
て
い
る
も
の
の
、
必
ず
し

も
そ
の
全
て
を
収
録
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
に

見
ら
れ
る
落
款
印
の
数
々
は
、
廣
湖
の
画

業
と
作
品
を
検
証
す
る
に
あ
た
り
、
大
き

な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
の
で
す
。

■
「
山
梔
園
」
印
か
ら
見
え
る
も
の

　

前
述
の
内
訳
に
も
見
え
る
通
り
、
廣
湖

の
落
款
印
は
、
大
多
数
が
姓
名
雅
号
を
印

文
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
ま
す

が
、
廣
湖
の
画
業
の
一
端
を
検
証
す
る
上

で
特
に
注
目
す
べ
き
な
の
が「
山
梔
園（
く

ち
な
し
え
ん
／
さ
ん
し
え
ん
）」（
図
２
）

の
落
款
印
で
す
。

　

画
家
・
書
家
の
名
乗
る
雅
号
は
必
ず
し

も
一
つ
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
例
え
ば
建

部
巣
兆
の
「
秋
香
庵
」、酒
井
抱
一
の
「
雨

華
庵
」
な
ど
の
よ
う
に
、
居
宅
や
部
屋
、

庵
に
つ
け
た
名
称
が
そ
の
ま
ま
そ
の
人
物

を
示
す
別
号
と
し
て
も
扱
わ
れ
、
印
文
に

刻
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
慣
習

は
明
治
以
降
の
画
家
た
ち
に
も
あ
る
程
度

引
き
継
が
れ
、
横
山
大
観
に
も
邸
宅
の
客

室
で
あ
る「
鉦
鼓
洞
」の
名
を
使
っ
た「
鉦

鼓
洞
主
」
印
の
よ
う
な
例
が
あ
り
ま
す
。

　

堂
名
と
し
て
刻
ま
れ
た
と
見
ら
れ
る

「
晩
成
堂
（
ば
ん
せ
い
ど
う
）」
は
現
段
階

に
お
い
て
廣
湖
の
居
宅
に
由
来
す
る
か
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
に
そ
の
場
の

主
人
と
い
う
意
味
の
「
山
梔
園
主
」
の
印

文
も
あ
る
「
山
梔
園
」
は
、
廣
湖
の
別
号

で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
居
宅
の
名
称
で

あ
っ
た
と
断
定
出
来
る
で
し
ょ
う
。

廣
湖
は
、
師
の
松
本
楓
湖
の
も
と
を
独
立

し
て
以
降
、

①
浅
草
区
浅
草
三
好
町

　

居
住
期
間
…
明
治
三
十
三
～
四
十
年

②
下
谷
区
二
長
町

　

居
住
期
間
…
明
治
四
十
～
四
十
三
年

③
本
郷
区
湯
島
天
神
町

　

居
住
期
間
…
明
治
四
十
三
～
四
十
五
年

と
三
度
、
居
を
構
え
て
い
ま
す
。
こ
の
い

ず
れ
が
「
山
梔
園
」
で
あ
っ
た
か
を
明
確

に
記
し
た
記
録
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
九
月

十
七
日
の
『
読
売
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た

廣
湖
自
身
に
よ
る
論
説
「
不
言
実
行
」
を

見
る
と
、
日
本
画
家
の
姿
勢
に
つ
い
て
論

じ
る
そ
の
末
尾
で
「
愈
々
以
て
日
本
畫
の

滅
亡
で
は
な
く
、
存
在
否
發
達
論
を
意
味

し
て
居
ら
ぬ
で
あ
ら
う
か
、
能
く
ゝ
味
へ

ば
面
白
い
説
で
あ
る
。
此
は
失
禮
、
又
し

て
も　

口
な
し
の
花
を
忘
れ
た
。
山
梔
子

口
な
し
！
不
言
実
行
！
」
と
不
言
実
行
の

信
条
が
「
口
な
し
＝
山
梔
子
」
に
か
け
て
、

述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
「
不
言
実
行
」、「
口
な
し
（
山
梔

子
）」
と
い
う
文
言
は
、
こ
れ
以
前
の
廣
湖

の
投
稿
記
事
の
中
に
は
見
出
だ
せ
ず
、
廣

湖
に
と
っ
て
特
に
こ
の
明
治
四
十
四
年
の

頃
の
廣
湖
の
信
条
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い

た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。そ
し
て「
口
な
し（
山

梔
子
）」
の
信
条
と
、
と
同
じ
文
言
を
持
つ

「
山
梔
園
」
は
、
ま
さ
に
こ
の
信
条
を
反
映

し
て
名
付
け
ら
れ
た
と
見
ら
れ
、
そ
れ
ら

の
点
を
鑑
み
れ
ば
、「
山
梔
園
」
は
こ
の
記

事
の
掲
載
さ
れ
た
前
年
、
明
治
四
十
三
年

に
構
え
た
湯
島
天
神
町
の
居
宅
の
名
称
で

あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
言
え
ま
す
。

そ
し
て
そ
こ
か
ら
、「
山
梔
園
」
の
落
款

印
の
押
捺
さ
れ
た
作
品
は
、
湯
島
天
神
町

に
居
を
構
え
た
明
治
四
十
三
年
か
ら
没
す

る
明
治
四
十
五
年
ま
で
と
い
う
、
廣
湖
の

三
十
七
年
の
画
業
の
ま
さ
に
最
晩
年
に
描

か
れ
た
作
品
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

高
橋
廣
湖
に
関
す
る
検
証
は
未
だ
途
上

と
言
え
ま
す
。
そ
の
過
程
で
、
今
回
の
よ

う
な
情
報
の
整
理
は
欠
か
す
こ
と
の
出
来

な
い
重
要
な
作
業
で
す
。
今
回
は
《
廣
湖

落
款
集
》
を
通
し
て
落
款
印
を
検
証
す
る

に
留
ま
り
ま
し
た
が
、
今
後
よ
り
多
く
の

作
品
が
見
出
さ
れ
、
検
証
の
幅
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

図 2　《廣湖落款集》
中の落款印「山梔園主」

「山梔園主之印」の印の
ある当館所蔵の廣湖作品

《湖畔月夜》
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前
回
に
続
い
て
千
住
宿
の
役
人
（
上
層

町
人
）
の
身
分
に
関
す
る
資
料
が
記
載
さ

れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
資
料
を
紹
介
し
よ

う
。
最
終
回
に
ち
ょ
う
ど
良
い
四
宿
の
身

分
指
標
が
内
容
で
あ
る
。

【
宿
名
主
裃
着
用
証
文
】

（
１
９
丁
裏
）

　
　
差
上
申
一
札
之
事

一
、
安
永
九
年
子
六
月
廿
九
日
、
三
宿
名

主
共
上
下
願
始
而
道
中
御
奉
行
所
安
藤
弾

正
少
弼
様
江

（
２
０
丁
表
）

願
出
候
、
御
懸
り
甲
斐
庄
武
助
様
、
三
ヶ

年
之
間
程
之
御
糺
御
座
候
、

　
　
　

差
上
申
一
札
之
事

東
海
道
品
川
宿
名
主
問
屋
共
儀
、
御
奉
行

所
江
罷
出
候
節
ハ
上
下
着
用
い
た
し
来
候

処
、
千
住
宿
、
板
橋
宿
、
内
藤
新
宿
名
主

問
屋
ハ
羽
織
袴
ニ
而
罷
出
候
得
共
、
江
戸

口
々
之
宿
々
ハ
品
川
宿
共
同
様
之
儀
ニ
御

座
候
間
、
当
三
ヶ
宿
名
主
問
屋
共
も
以
来

上
下
着
用
仕
、
罷
出
候
様

（
２
０
丁
裏
）

い
た
し
度
旨
、
奉
願
候
ニ
付
、
願
之
通
御

奉
行
所
江
罷
出
候
節
ハ
上
下
着
用
可
致
旨

被
　
仰
渡
、
難
有
奉
畏
候
、
仍
而
御
請
証

文
差
上
申
候
処
如
件
、

　
　
　
　
　
日
光
道
中

　
　
　
　
　
　
千
　
住
　
宿

　
　
　
　
　
　
　
名
主
問
屋
惣
代

天
明
二
寅
年
　
　
　
　
庄
左
衛
門

　
十
一
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
中 

山 

道

　
　
　
　
　
　
板
　
橋
　
宿

　
　
　
　
　
　
　
名
主
問
屋
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
右
衛
門

（
２
１
丁
表
）

　
　
　
　
　

甲
州
道
中

　
　
　
　
　
　
内
藤
新
宿

　
　
　
　
　
　
　
名
主
問
屋
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
右
衛
門

道
中

　
御
奉
行
所

　
　
安
藤
弾
正
少
弼
様
御
役
替
、
此
節
之

　
　
御
奉
行
桑
原
伊
予
守
様
ニ
而
被
仰
付
候
、

　
　
御
掛
り
甲
斐
庄
武
助
様

【
解
題
１
７　

裃
の
着
用
】

■
三
つ
の
宿
場
か
ら
の
願
い　

千
住
宿
、

板
橋
宿
、
内
藤
新
宿
と
い
う
江
戸
四
宿
の

う
ち
の
三
宿
か
ら
出
さ
れ
た
裃
（
か
み
し

も
・
文
中
で
は
「
上
下
」）
着
用
に
関
す

る
証
文
で
あ
る
。
こ
の
文
書
が
出
さ
れ
た

天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
、
江
戸
四
宿
の

う
ち
御
奉
行
所
（
道
中
奉
行
所
）
に
出
座

す
る
と
き
四
宿
の
う
ち
品
川
宿
の
名
主
と

問
屋
が
裃
を
着
用
し
て
お
り
、
千
住
・
板

橋
・
内
藤
新
宿
の
三
つ
の
宿
場
役
人
が
羽

織
袴
で
あ
っ
た
の
で
、
三
つ
の
宿
場
の
名

主
・
問
屋
が
裃
着
用
を
願
い
出
て
、
道
中

奉
行
か
ら
認
め
ら
れ
た
と
記
述
し
て
い
る

内
容
で
あ
る
。

■
安
藤
弾
正　

こ
の
時
の
道
中
奉
行
は
安

藤
惟
要
（
あ
ん
ど
う
・
こ
れ
と
し
）
で
、

道
中
奉
行
と
し
て
各
地
で
善
政
を
敷
い
た

と
さ
れ
、
そ
の
官
途
名
、
弾
正
少
弼
（
だ

ん
じ
ょ
う
し
ょ
う
ひ
つ
）
か
ら
安
藤
弾
正

と
し
て
知
ら
れ
た
（
在
職
一
七
六
一
～

八
二
）。大
宮
宿
で
は
安
永
四（
一
七
七
五
）

年
の
大
火
で
の
救
済
者
と
し
て
知
ら
れ
、

千
住
宿
で
は
飯
盛
女
（
遊
女
）
の
公
認
者

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
資
料
再
末
尾
の
注
記
に
よ
る
と

役
替
え
が
あ
り
、
次
の
道
中
奉
行
、
桑
原

伊
予
守
盛
員
（
く
わ
ば
ら
・
い
よ
の
か
み
・

も
り
か
ず
）
の
時
に
認
め
ら
れ
、
担
当
者

は
甲
斐
庄
武
助
（
勘
定
組
頭
）
だ
っ
た
と

い
う
。
奉
行
の
任
期
を
超
え
る
の
だ
か
ら

短
期
間
に
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。

■
裃
と
羽
織
袴　

当
時
、
身
分
指
標
と
し

て
羽
織
袴
よ
り
裃
が
上
位
で
あ
っ
た
た

め
、
品
川
宿
の
み
が
裃
を
着
用
し
て
い
る

こ
と
に
、
他
の
千
住
、
板
橋
、
内
藤
新
宿

が
連
名
で
願
い
出
た
と
い
う
こ
と
が
面
白

い
。
祭
礼
時
な
ど
で
裃
を
着
用
し
て
い
た

こ
と
は
前
回
も
触
れ
て
い
る
が
、
十
八
世

紀
の
こ
の
時
期
、
四
宿
の
名
主
問
屋
が
、

公
的
な
場
で
も
身
分
格
式
を
強
く
意
識
し

て
い
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　

道
中
奉
行
（
実
は
勘
定
奉
行
も
兼
務
す

る
幕
府
の
三
奉
行
の
一
つ
）
に
願
い
出
て

ま
で
裃
を
着
用
し
た
。
こ
の
こ
と
は
公
私

と
も
に
、
宿
場
役
人
が
格
式
を
高
く
保
つ

社
会
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

　

江
戸
時
代
に
千
住
宿
の
人
々
が
ど
の
よ

う
な
衣
装
を
着
し
て
い
た
の
か
は
余
り
資

料
が
残
っ
て
い
な
い
が
、
本
資
料
な
ど
か

ら
公
的
な
場
で
は
裃
を
着
用
し
、
脇
差
を

腰
に
差
し
て
い
る
姿
が
見
え
て
く
る
。
映

像
や
絵
で
の
復
元
の
参
考
に
な
ろ
う
。

【
解
題
１
８　

水
害
記
事
】

（
２
０
丁
裏
）

天
明
六
午
年
七
月
十
二
日
よ
り
丙
辰
十
三

日
昼
夜
大
雨
、
十
四
日
夜
五
時
、
壱
町
目

水
惣
越
相
成
、
廿
日
よ
り
水
干
浮
相
成
候

家
等
居
宅
ニ
而
水
丈
壱
丈
余
、
往
還
よ
り

三
尺
余
水
深
ク
御
座
候
、

小
塚
原
名
主
弥
右
衛
門
宅
ハ
ゆ
か
う
へ
少

し
揚
り
申
候
、
町
並
ハ
少
し
も
水
上
り
不

申
候
、

（
裏
表
紙
表
）
空
白

（
裏
表
紙
）

　

石
出
弥
五
右
衛
門

■
大
水
害
記
事　

唐
突
感
が
あ
る
が
本
資

料
は
次
の
記
事
で
終
わ
る
。
千
住
や
足
立

ら
し
い
一
般
的
な
水
害
か
と
い
う
と
異
な

る
。
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
の
洪
水
は
江

戸
時
代
の
中
で
も
大
規
模
な
水
害
で
あ
っ

た
。
被
害
者
は
数
千
に
の
ぼ
っ
た
と
さ
れ
、

品
川
近
所
の
鈴
ヶ
森
に
は
犠
牲
者
が
多
く

千
住
掃
部
宿
の「
旧
書
留
」か
ら
⑪
（
終
）

裃
を
着
用
す
る
宿
役
人

�

多
田
　
文
夫
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流
れ
着
い
た
と
い
う
。
幕
府
や
代
官
も
握

り
飯
の
炊
き
出
し
を
行
い
（
芝
居
小
屋
に

も
握
り
飯
を
出
す
よ
う
に
命
じ
た
）、
救
済

に
乗
り
出
し
た
大
洪
水
で
あ
っ
た
。

　

千
住
で
の
水
害
だ
が
大
雨
が
降
っ
た

翌
々
日
に
一
丁
目
が
冠
水
し
町
裏
の
居
宅

で
は
１
丈
（
３
ｍ
余
）
冠
水
し
た
と
い
う
。

ま
さ
に
大
洪
水
で
あ
る
。

　
　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　
「
旧
書
留
」
は
こ
こ
で
終
わ
る
。
十
一

回
に
わ
た
っ
て
全
文
を
掲
載
し
た
が
、
最

終
回
な
の
で
今
回
の
資
料
翻
刻
に
つ
い
て

触
れ
て
お
き
た
い
。

　

千
住
宿
や
足
立
区
の
江
戸
時
代
の
様
子

に
つ
い
て
は
古
文
書
の
解
読
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
し
て
い
く
が
、
今
日
、
解
読
が
終

わ
っ
た
古
文
書
は
お
そ
ら
く
１
％
に
も
満

た
な
い
だ
ろ
う
。

　

幸
い
に
し
て
博
物
館
で
は
古
文
書
を
解

読
し
よ
う
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
や

登
録
グ
ル
ー
プ
な
ど
協
働
団
体
が
活
動
を

続
け
て
い
る
の
で
、
今
後
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
く
事
項
が
多
い
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
今
日
ま
で
記
録
や

古
文
書
を
伝
来
し
た
家
々
の
尽
力
に
負
う

と
こ
ろ
が
大
き
い
。先
ほ
ど「
解
読
は
１
％

に
も
満
た
な
い
」
と
し
た
の
は
、
実
は
古

文
書
の
伝
来
数
が
多
い
こ
と
の
反
映
で
も

あ
る
。

　

古
記
録
、
古
文
書
を
読
み
解
く
こ
と
で

判
明
す
る
史
実
は
多
い
。
著
名
な
例
で
は

新
選
組
の
五
兵
衛
新
田
屯
所
の
事
例
で
あ

る
。
司
馬
遼
太
郎
が
『
新
選
組
血
風
録
』

を
上
梓
し
た
時
に
は
、
綾
瀬
・
金
子
家
文

書
は
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
に
同
書
で
は
五
兵
衛
新
田
は
登
場
し
な

か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、発
見
と
解
読
、

資
料
評
価
が
行
わ
れ
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ「
新

選
組
！
」
で
は
五
兵
衛
新
田
の
シ
ー
ン
も

登
場
す
る
な
ど
今
日
で
は
新
選
組
の
歴
史

の
一
ペ
ー
ジ
を
飾
っ
て
い
る
。

　

古
文
書
の
他
に
も
江
戸
絵
画
も
歴
史
を

物
語
る
資
料
で
あ
る
。
新
資
料
が
確
認
さ

れ
、
評
価
と
紹
介
が
進
む
こ
と
で
、
新
し

い
歴
史
像
が
生
み
出
さ
れ
て
く
る
。『
別

冊
太
陽　

江
戸
琳
派
の
美
』
で
は
千
住
の

琳
派
が
立
項
さ
れ
、
足
立
や
千
住
地
域
の

文
化
の
華
や
か
さ
が
全
国
的
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

い
ま
足
立
区
で
は
古
文
書
も
美
術
資
料

も
相
次
い
で
区
内
か
ら
見
い
だ
さ
れ
、
解

読
→
評
価
→
事
業
で
の
紹
介
を
立
て
続
け

に
行
っ
て
い
る
。
江
戸
か
ら
明
治
の
歴
史

と
文
化
に
つ
い
て
い
ま
博
物
館
は
取
り
戻

す
作
業
を
続
け
て
い
る
。
最
近
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
ツ
ィ
ッ
タ
ー
）
で
「
足
立
区
の

素
性
が
良
か
っ
た
こ
と
が
判
っ
た
」
と
い

う
一
般
の
感
想
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
歴
史
と
文
化
を
忘

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
年
は
明
治
維
新

一
五
〇
年
と
い
う
。
一
五
〇
年
前
に
は
足

立
で
花
ひ
ら
い
て
い
た
遺
産
を
博
物
館
で

は
正
当
に
継
承
す
る
作
業
が
続
い
て
い

る
。

�

（
博
物
館
学
芸
員
）

羽
裏
の
冨
士

　

開
催
中
の
「
寿
展　

め
で
た
づ
く
し　

暮
ら
し
の
中
の
吉
祥
紋
」（
２
月
12
日
ま

で
）
で
展
示
中
の
黒
紋
付
の
羽
織
の
裏
地

に
は
冨
士
山
が
刺
繍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

羽
織
の
裏
地
は
、
羽
裏
（
は
う
ら
）
と

い
わ
れ
、
脱
ぎ
着
が
な
め
ら
か
に
で
き
る

よ
う
に
、
羽
二
重
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
着
て
い
る
と
き
は
見
え
ず
、
脱
い
だ

と
き
に
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
の
部
分
に
、

意
匠
を
凝
ら
す
こ
と
が
、
粋
で
あ
り
伊
達

で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
贅
沢
な
刺
繍
や
派
手
な
色
柄

や
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
を
着
る
こ
と
を
誇
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
江
戸
時
代
に
入
り
奢
侈

禁
止
令
が
だ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
見

え
る
表
面
で
は
な
く
、
裏
地
に
凝
っ
た
こ

と
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
見
え

な
い
と
こ
ろ
に
凝
縮
さ
れ
る
表
現
方
法

に
、
返
っ
て
、
着
手
の
趣
味
や
審
美
眼
が

反
映
さ
れ
る
よ
う
に
昇
華
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　

羽
裏
に
は
通
常
の
染
柄
や
刺
繍
な
ど
を

施
し
た
生
地
の
ほ
か
、
著
名
な
文
人
に
よ

る
絹
布
へ
の
直
筆
の
絵
画
や
書
な
ど
も
使

わ
れ
ま
す
。「
裏
勝
り
」
と
い
い
、
表
面

の
生
地
よ
り
羽
裏
の
方
が
高
価
で
質
が
高

い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

何
か
の
時
に
ち
ょ
っ
と
脱
い
だ
羽
裏
に
見

え
る
贅
に
、「
さ
す
が
！
」
と
そ
の
持
ち

主
の
人
と
な
り
を
感
じ
る
わ
け
で
す
。

　

一
枚
の
生
地
か
ら
袖
や
襟
な
ど
仕
上
が

り
を
想
定
し
て
柄
の
配
置
を
決
め
る
の
は

職
人
の
技
術
に
よ
る
も
の
で
す
。
展
示
中

の
羽
裏
の
冨
士
は
着
物
の
中
心
に
思
い
切

り
大
き
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
銀
糸
で

表
現
さ
れ
た
瑞
雲
か
ら
そ
び
え
る
、
頂
上

に
向
か
っ
て
青
の
濃
淡
二
色
で
微
妙
に
色

分
け
さ
れ
た
山
肌
、
山
肌
に
沿
っ
て
積
も

る
白
雪
、
そ
れ
が
黒
い
着
物
に
映
え
、
ま

さ
に
霊
峰
冨
士
の
様
相
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

左
右
の
星
梅
鉢
の
家
紋
の
位
置
が
、
あ

た
か
も
冨
士
信
仰
の
掛
け
軸
に
描
か
れ
る

月
と
太
陽
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
と
こ
ろ

ま
で
が
、
冨
士
山
の
神
々
し
さ
を
際
立
た

せ
、
神
秘
さ
ま
で
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
羽
織
は
、
刀
剣
の
研
磨
、
鑑
定
等

を
家
職
と
し
て
室
町
時
代
か
ら
続
き
、
江

戸
時
代
初
期
に
は
本
阿
弥
光
悦
を
生
ん
だ

本
阿
弥
家
に
縁
の
品
で
す
。

　

冨
士
は
「
不
二
」、「
不
死
」
と
同
音
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
存
在
そ
の
も
の

が
縁
起
物
で
あ
り
、
そ
れ
を
背
中
に
背
負

う
こ
と
で
の
、
着
手
の
人
知
れ
な
い
自
負

や
気
概
な
ど
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。�

（
郷
土
博
物
館
）

黒紋付羽織
梅原睦子氏寄贈


